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成田氏は理学療法士として多くの実務経験を有し、競技スポーツの現場においては飛
び込み競技日本代表チームのトレーナーとして選手のメディカルサポートに当たって
いる。飛び込み競技においては腰部障害の頻度が高く、その予防対策を明らかにするこ
とを研究課題として研究活動を行ってきた。筑波大学大学院人間総合科学研究科修士課
程において修士を取得した後、早稲田大学スポーツ科学研究科博士課程に入学し本博士
論文の研究を行った。 
 
成田氏の博士論文は大きく以下の３つの部位で構成される。 
① 飛込競技全日本ジュニア選手の外傷・障害調査 
② 飛込競技の後方1/2回転蝦型における入水時の姿勢解析 
③ 飛込競技の練習前後における肩関節可動域の調査 
 
以下に詳述する。 
① 成田氏は飛込競技日本代表チームのトレーナーとして競技現場で発生する様々な
整形外科的な外傷や使いすぎ障害の対応をしてきている。競技力を低下させてし
まう障害や外傷を予防する方策を明らかにすることを目的にまず飛込競技におけ
る障害の疫学的調査を行った。またメディカルチェックの際に選手達の身体的特
徴についてデータを収集した。その結果、飛込競技では腰痛の有訴者数が多く，
腰痛発生場面は，後方回転種目の入水時が多いこと、女子選手には高頻度で側弯
を有すること、男子選手においては腰痛発生の危険因子として肩関節の柔軟性が
低いことなどが明らかにされた。肩関節の柔軟性が低下することによって入水時
の腰椎伸展角度が大きくなり、腰椎への負担が増加することが推察された。 
ここで行われた調査内容は以下の論文として公表している。 
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ここで得られた仮説を明らかにするために実際の飛び込み動作時の姿勢解析を次
に実施した。 
 
② 飛込ナショナル強化指定選手13名を対象に、３ｍの飛板から後方1/2回転蝦型（後
方に蹴り出し、空中で二分の1回転し頭部から入水する）を行う際の入水姿勢を解
析した。対象者の診察結果により、3ヶ月以上続く腰痛を有する群と有さない群に
分けて、入水時の体幹伸展角度を比較したところ、腰痛群が非腰痛群に比べて体
幹伸展角度が有意に大きいことが示された。また対象者の入水時の体幹伸展角度
と肩関節の屈曲可動域の間には負の相関を認めた。さらに入水時の肩関節屈曲角
度と，両側肩関節屈曲可動域及び両側第3肢位（肩関節屈曲90度）での内旋可動域
との間には正の相関を認めた。これらのことから、入水時の腰椎伸展角度を低減
させ、腰椎への負荷を減少させるためには、肩関節の屈曲可動域の拡大、第３肢
位での内旋角度の拡大を計ることが重要であることが示された。 
 
③ これまでの調査・研究結果から飛込選手の肩関節の可動性が腰部障害発生の危険
因子であることが示された。入水時に肩関節には屈曲・内旋位での負荷が繰り返
されるため、飛込入水動作を繰り返し行うことが肩関節可動性に影響を与えるこ
とが予測された。このことを明らかにするため、12名の選手を対象に練習前後で
の肩関節可動域の変化を調査したところ、練習の翌日には右肩において第3肢位で
の内旋可動域の低下を認めた。このため練習の繰り返しによって肩関節の内旋可
動性は低下し腰痛発生リスクを高めることが示唆された。 
 これらの一連の一貫した研究によって、飛込選手の腰痛予防対策として肩関節・肩甲
帯の柔軟性の向上が重要であることが示された。但し、本調査・研究は横断的なもので
あり、肩関節・肩甲帯の柔軟性を高める介入を行うことによって実際に腰部障害発生を
減少させることができるか否かの縦断的調査は行われていない。このことが今後の課題
として残されている。 
しかし、一流の飛込選手を対象とした障害調査を行い、最も頻度の高い腰部障害の予
防対策について様々な角度から調査・研究を行い、その予防対策を提言するまでに至っ
ており、本研究結果が競技現場に益するところは大きいものと評価する。このため成田
崇矢氏は博士（スポーツ科学）の学位を授与するに十分値するものと認める。 
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